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２．事業実施報告 

（１）事業の取り組み状況（総括） 

   先に記した「II. 事業報告  １．事業概要  （２）事業推進体制」のとおり、企

業化統括、代表研究者、ＰＭ、事務局スタッフ、業務協力員による推進体制を構築し、

企業化促進会議、共同研究推進委員会、統括・代表・リーダー・ＰＭ会議、研究リーダ

ー会議、事務局スタッフ会議などを設置し、会議を定期的に開催することによって本事

業に参画する大学・企業の研究者や群馬県事業参画者全員が一体となって事業を推進し

た。 

    施設面での整備としては、コア研究室を企業情報や特許情報が豊富な群馬県立群馬産

業技術センター内に設置した。コア研究室はじめ、群馬大学や群馬工業高等専門学校等

の大学、研究機関が備える研究設備を最大限に活用し、本事業で導入した設備をお互い

に使うことができる環境を整えた。 

    研究開発面については、優れたシーズを有する群馬大学等の研究機関と高い技術力を

備えた企業等（事業終了時：４大学、３研究機関、１０企業）が強固な産学官連携を築

きながら、事業期間内の実績として、論文発表９６件（国内４８件、海外４８件）、口

頭発表・ポスター発表２４７件（国内２０２件、海外４５件）、特許出願５８件（国内

出願５３件、海外出願５件、うち登録５件）、雑誌掲載２５件、新聞掲載１３４件、テ

レビ・ラジオ放送１４件、成果発表会開催２６回（内特許説明会４回）、展示会への出

展６３件、畜産農家や製造業者との意見交換会６回などがあり、研究成果の蓄積のみな

らず、広報（広い意味での普及啓発）活動による情報発信、研究者自身による研究成果

の説明等に務めた。 

    企業化統括等の活動状況は、以下に記載する。 

 

 

①企業化統括（曽我孝之：前橋商工会議所会頭） 

     事業開始時から企業化統括として次の事項を常に心掛けてきた。 
・地域の課題を解決するために「智」の結集を図ること 
・事業化・企業化を目指した研究開発を行うこと 
・現場で望む技術を開発すること（意見交換会） 

・現場に導入しやすい環境整備 

雇用研究員や共同研究員に企業化統括の「思い」を直接伝える機会を作り、本事

業参画者が一丸となって事業目的達成のために、それぞれの役割を果たすことを求

めた。 

また、企業化促進会議では、県内畜産業を代表する委員や大学関係委員から事業

化・企業化を目指した事業運営について意見をいただき、これを事業運営に反映さ

せた（畜産農家との意見交換会、国リース事業や補助事業への対応等）。 

企業化統括・代表研究者・研究リーダー・ＰＭ会議を定期的に開催し、企業化統

括として事業目的に沿った事業運営について議論を重ねた。 

 

   ②代表研究者（小島 昭：群馬工業高等専門学校特命教授） 

     平成２０年４月から前任の植松豊代表研究者の後任として、研究開発の舵取りを

行った。代表研究者として心掛けてきたことは次のとおりである。 

・目に見える成果（実証試験の運転、事業化・実用化・企業化を目指すこと） 

・研究成果を商品カタログにすること 

・幅広い普及啓発 

・質の高い研究開発 
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また、畜産農家の要望を反映させるために、研究開発の共通理念として 

・畜産農家の課題を解決すること 

・畜産農家が使いやすい装置とすること 

・畜産農家が購入可能な価格やシステムにすること 

を掲げた。 

事業運営に関しては、研究者会議、ＷＧ、スタッフ会議を定期的に開催し、円滑

に推進するように努めた。 

 

③事務局スタッフ（飯塚登志、佐藤元春、荻原俊雄） 

知的財産権の確立、研究成果の移転、研究成果の積極的なＰＲ等を行った。 

知財マップを作成し、本事業で目指すべき領域について検討した。「畜産廃棄物の

処理技術なら群馬県」と言われるように特許戦略を立案した。低温ガス化技術、尿

汚水の高度浄化技術、脱臭技術に関しては群馬県が研究開発の拠点となるように特

許を出願した。平成２２年度には、東京都に次ぎ第２位の出願件数となった。特許

の質を高めるため、大学、企業、研究機関、スキルバンク登録弁理士との協議を重

ねて出願を行った。この結果、５件の特許登録という成果につながった。 
また、競合技術との比較を行い、本事業参画者の強みを発揮する研究開発を行う

ための情報を参画研究者に提供した。 
さらに、本事業成果の普及啓発のために、環境系、農業系各種展示会に出展して

開発技術がどのステージにあるかを把握するとともに顧客の要望を聞き、これを研

究開発に反映させた。 
強固な産学官連携体制を構築するために、大学や企業の研究者との調整を図るこ

とで地域結集事業の遂行に貢献した。 
 

④参画機関 

（ア）(財)群馬県産業支援機構 

ⅰ）本事業の中核機関として事業推進のための推進体制を整備し、群馬産業技術セ

ンター内にコア研究室を設置した。 

ⅱ）事務局スタッフをはじめとする事業運営スタッフの確保や、人件費・事業費等

の事務を最終的にまとめ、事業の円滑な運営に寄与した。 

（イ）企業等 

ⅰ）「家畜排せつ物の低温ガス化技術の開発」には４社、「畜産環境整備技術の開

発」には７社が参画した。 

ⅱ）企業研究員の人件費及び研究費の負担、研究施設や設備の提供等により、積極

的に本事業に参画した。 

ⅲ）研究グループ会議や研究者会議に参加することで情報の共有化を図りながら、

分担研究を実施した。 

（ウ）大学等 

ⅰ）「家畜排せつ物のガス化技術」には２大学、「畜産環境整備技術の開発」には

４大学が参画した（１大学は重複）。 

ⅱ）本事業の中心的な研究機関であり、人件費や研究室の負担、研究施設や設備の

提供等により、積極的に本事業に参画した。 

 

⑤群馬県 

（ア）本事業は「ぐんま地域イノベーション創出クラスター構想」の重点分野（環境・

新エネルギー）であり、新たな産業創出と地元企業への技術移転を目指して、中
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核機関及び参画機関と一体となって事業推進に取り組んだ。 

（イ）コア研究室の確保、事務局スタッフ・業務協力員の人件費及び事業費の負担な

ど財政的支援、プロジェクトマネージャーの配置、畜産臭気対策モデル事業等普

及策の実施、各種調整などを行った。 

 

 

（２）他機関との連携状況 

  ①自治体との連携 

（ア）群馬県は「畜産県」、「水源県」であり、「観光立県」を目指していることか

ら本事業成果に大きな期待を寄せている。群馬県庁内の企画課、畜産課、環境政

策課、工業振興課等の関連部署との連携を図り、事業化・企業化への取り組みを

行っている。 
（イ）前橋市や高崎市、桐生市は、市町村合併によって畜産地域が市域に含まれるよ

うになった。市担当者に本事業概要や成果を説明し、畜産の課題解決に向けて連

携して取り組んでいる。 
 

 ②大学との連携 

（ア）群馬大学研究・産学連携推進本部  

      優れた研究成果を生み出すための体制を強化し、知的財産権の管理・運用等を

円滑に行うとともに産学官連携活動を推進し、群馬大学における学術の一層の高

度化とその成果を広く社会に還元している。 
      本事業の知的財産権を確立するため、事務局スタッフ（知財担当）と協議を行

い、企業との共同出願を迅速に行っている。また、本事業によって取得した特許

を地域企業へライセンスする取り組みを行っている。 
（イ）群馬工業高等専門学校地域共同技術開発センター 

      群馬工業高等専門学校の特許や技術を地域企業に移転する取り組みを行ってい

る。本事業成果の特許出願の支援を行い、中核機関との調整を行っている。 
 

 ③関連行政機関との連携 

（ア）文部科学省 

      文部科学省と経済産業省から「地域中核産学官連携拠点」に認定され、「ぐんま

地域イノベーション創出クラスター構想」の重点分野である「環境・新エネルギ

ー分野」の研究開発を行っている。 
  （イ）経済産業省 

      前記の産学官連携拠点関連事業のほか、「企業立地の促進等による地域における

産業集積の形成及び活性化に関する法律」に基づいて群馬県が策定し、国の同意

を受けた「基本計画」の「環境関連産業」に該当し、群馬県は環境エネルギー分

野の新産業創出を目指している。関東経済産業局との連携を図り、成果の広報活

動を行ってきた。 
  （ウ）農林水産省 

      研究テーマが畜産関係であることから、関東農政局や農林水産省本省との連携

を構築し、研究開発成果の紹介を各農政局をとおして広く周知した。また、関連

団体（日本飼料工業会、(財)畜産環境整備機構）と畜産農家に導入しやすい仕組

みにてついて協議した。 
  （エ）(独)科学技術振興機構 イノベーションサテライト新潟 

      サテライト新潟は、大学等の研究成果を社会還元するため、産学官の交流や産

学官による研究成果の活用をすすめている。 
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館長には、本事業の企業化促進会議の委員に就任していただき、研究開発面の

指導や産学官連携制度の情報提供を行っていただいた。 
また、科学技術コーディネーターには、共同研究推進委員会の委員となってい

ただき、情報交換に務めるとともに研究者会議に参加していただいた。 
さらに、本事業の研究成果から生じた派生的研究成果を事業化につなげるため、

シーズ発掘試験やニーズ即応試験等のイノベーション創出事業に応募し、採択い

ただいている。 
    

   ④企業との連携 

（ア）県内中小企業との連携 

      研究成果を地域産業界に移転するためには製造事業者の理解が必要であること

から、前橋商工会議所 工業部会に対する結集事業成果説明会を開催し、今後の

展開につなげていく。 
（イ）県内飼料商との連携 

      畜産現場を熟知している飼料販売業者に事業成果を説明する機会を設定し、こ

の飼料販売業者を通して畜産農家への普及・啓発を行ってきた。今後も、飼料販

売業者のネットワークを活用して畜産農家のニーズを把握することや普及を図っ

ていく。 
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（３）成果報告、基本計画に対する達成度 

    ①地域ＣＯＥの構築 

   基本計画に記されているフェーズⅠ、Ⅱの目標、達成状況、今後の見通しについて様

式３に示す。 

 

 
 

図６ 基本計画における推進計画 

＜研究開発検討段階＞

地域課題(ニーズ)の抽出

畜産農家・地域住民・環境保全・観光資源

研究資源・開発能力(シーズ)の結集
大学・公設試験研究機関・企業のシーズを結集

家畜排せつ物の資源化・バイオマス活用

＜フェーズⅠ＞研究体制準備期

研究開発のための協議会設置

研究支援体制の構築

研究グループ会議

研究シーズンの組織化

研究支援策の検討

企業化促進会議

共同研究推進委員会

コア研究室の準備

畜産現場を研究フィールドとする

研究支援体制の構築

中核機関、コア研の連携

研究成果の発表・PR
各種技術情報の公開

スキルバンク整備

要素試験の推進

研究シーズの集積

成果の実用化・企業化

事業化の検討

研究成果の統合

各テーマが相互に連携して家畜

排せつ物資源システムを構築

成果・技術の評価・システム
の最適化

実用化研究

＜フェーズⅡ＞研究成果の実用化

成果の実用化にむけた
協議会設置

企業ニーズの収集

＜フェーズⅢ＞研究成果の展開

世界へ展開する様々な科学技術研究成果の世界的展開
バイオマス利活用産業への展開

家畜排せつ物資源化技術EU諸国に展開

官公需による市場形成
公共事業による成果の普及促進

他産業へ転用・技術の汎用化

低温ガス化 → 焼却炉産業

地球環境保全や資源の枯渇に対応

バイオマス低温ガス化

汚水高度浄化システム

バイオマス活用研究会

知財戦略

権利化推進



 20

［様式３］ 

①地域ＣＯＥの構築 

 

【フェーズⅠ】研究体制整備期 

基本計画の目標・構想 

（箇条書き） 
達成状況 今後の見通し 

１ コア研究室の整備、スキ

ルバンク整備、中核機関、

成果の移転等 

 

① コア研究室の整備 

 

 

 

 

 

② 群馬大学等への研究機器

・研究員配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 企業化促進会議・共同研

究推進委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 群馬県立群馬産業技術セ

ンター内にコア研究室を設

置し、研究機器の整備、交

流スペースの確保などを行

った。 

 

② 事業開始以降、群馬大学

等に雇用研究員・技術員を

配置し、研究機器を整備し

た。 

  研究員・技術員の配置は

次のとおりである。 

  

平成１８年１月  ７名 

平成１８年４月 １９名 

平成１９年４月 ２１名 

 

 

 

 

③ 本事業目標に向かって

事業を運営するために、企

業化促進会議、共同研究推

進委員会を設置した。企業

化促進会議委員には、県内

有力な畜産家に就任いた

だき、畜産現場で求める研

究開発に関する忌憚の無

い意見をいただいた。各委

員からも事業化・企業化に

関する示唆に富んだ意見

や提案をいただき事業運

営に反映させた。 

 

 

 

 

 

 

 

① 研究交流機能を、中核機

関や参画機関等で担ってい

く。 

 

 

 

② 整備した機器については

フェーズⅢの研究および

「環境・新エネルギー」

「レアメタル」分野の研究

開発に使用される予定であ

る。 

  研究員・技術員について

はほとんどが新しいポジシ

ョンを得ており、本事業の

経験を生かし、今後、科学

技術の発展及び新事業の創

出に活躍することを期待す

る。 

 

③ フェーズⅢ以降、事業成

果の普及、事業化・企業化

を促進するが、これを検討

や推進し、（仮）群馬県環

境・エネルギー技術普及促

進協議会を設置する。この

協議会のメンバーとして委

員各位には参加していただ

く予定である。 
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④ バイオマス研究会 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ スキルバンクの整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥中核機関による支援強化 

 

 

 

 

 

 

⑦事務局スタッフの配置 

 

 

 

 

 

 

 

２ 群馬県の取組状況・支援

内容 

 

① コア研究室の設置 

 

 

 

 

 

④ 産業技術センターを中

心として県内環境、エネル

ギー分野の企業によるバ

イオマス研究会を設立し

た。地域結集事業成果や進

捗状況を報告することや、

研究会参加者の情報交換

などを行ってきた。 

 

⑤ 環境・エネルギー・畜産

バイオマスの知的財産に

詳しい特許事務所、新規企

業設立に詳しい事務所等

次のスキルバンクを整備

した。 

・ 西澤国際特許事務所 

・ 須田特許事務所 

・ 佐藤マネジメント研究

室 

・ あずさ監査法人北関東

事務所 

 

⑥ 参画機関との共同研究

契約書の締結、スキルバン

クの登録、研究成果報告会

による情報発信など、中核

機関が持つノウハウやネ

ットワークを提供した。 

 

⑦ 平成１８年度当初から

事務局スタッフ２名体制

とした。市場調査や特許調

査を行い、研究開発にフィ

ードバックした。 

 事務局スタッフ 

 

 

 

 

 

① 地域中小企業とのネッ

トワークを備え、群馬県知

的財産所有権センターが

設置されている群馬産業

技術センター内にコア研

究室を設置した。 

④ 発展的に解消し、群馬大

学次世代エコエネルギーシ

ステム研究会、（仮）群馬

県環境・エネルギー技術普

及促進協議会等のメンバー

として、引き続き本事業成

果の移転や新技術の開発を

行う。 

 

⑤ スキルバンクに登録した

各事務所は、事業終了後に

おいても本事業関係者から

の相談に応じていただく。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ フェーズⅢにおいて、引

き続き事業運営や地域ＣＯ

Ｅ構築活動を行う。 
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② コア研究室整備支援 

 

 

 

③ 企業化促進会議・共同研

究推進委員会 

 

 

 

 

 

② 群馬県から中核機関へ

の事業運営補助金でコア

研究室の整備を行った。

 

③ 群馬県から担当理事や

担当課長が出席した。プロ

ジェクトマネージャーと

して科学技術振興室長を

これにあてた。 
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【フェーズⅡ】研究成果の実用化 

基本計画の目標・構想 

（箇条書き） 
達成状況 今後の見通し 

１ コア研究室の整備、スキ

ルバンク整備、中核機関、

成果の移転等 

 

① コア研究室の整備 

 

 

 

 

 

② 群馬大学等への研究機器

・研究員配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 企業化促進会議・共同研究

推進委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 研究成果の創出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 群馬県立群馬産業技術セ

ンター内にコア研究室を設

置し、研究機器の整備、交流

スペースの確保などを行っ

た。 

 

② 事業開始以降、群馬大学

等に雇用研究員・技術員を

配置し、研究機器を整備し

た。 

  研究員・技術員の配置は

次のとおりである。 

  

平成２０年４月 １９名 

平成２１年４月 １３名 

平成２２年４月 １６名 

 

 

③ 本事業目標に向かって事

業を運営するために、企業

化促進会議、共同研究推進

委員会を設置した。企業化

促進会議委員には、県内有

力畜産家に就任いただき、

現場で求める研究開発に関

する忌憚の無い意見をいた

だいた。各委員からも事業

化・企業化に関する示唆に

富んだ意見や提案をいただ

き事業運営に反映させた。

 

④ 中間評価を受け、研究テ

ーマの選択と集中、企業を

中心とする体制の構築を行

った。事業化・企業化に軸

足を置くことで、畜産現場

での実証試験や普及が進ん

でいる。 

 

 

 

 

① 研究交流機能を、中核機関

や参画機関等で担っていく。

 

 

 

 

② 整備した機器については、

フェーズⅢの研究および「環

境・新エネルギー」「レアメ

タル」分野の研究開発に使用

される予定である。 

  研究員・技術員については

ほとんどが新しいポジショ

ンを得ており、本事業の経験

を生かし、今後、科学技術の

発展及び新事業の創出に活

躍することを期待する。 

 

③ フェーズⅢ以降、事業成果

の普及、事業化・企業化を促

進するが、これを検討や推進

するために（仮）群馬県環境

・エネルギー技術普及促進協

議会を設置する。この協議会

のメンバーとして委員各位

には参加していただく予定

である。 
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⑤ 群馬大学次世代エコエネ

ルギーシステム研究会との

連携 

 

 

 

 

 

⑥ スキルバンクの整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 中核機関による支援強化 

 

 

 

 

 

 

⑧ 事務局スタッフによる市

場調査・開拓、技術移転、事

業化の推進 

 

 

 

 

⑨ 分かりやすい成果普及資

料の作成 

 

 

 

 ・CMC弾性ゲルを用いたMRI

診断補助具の商品化 

 ・脱臭装置 

・アンモニア濃度センサ 

 ・炭と鉄を用いた浄化 

 以上商品化された例である

 

⑤ 群馬大学工学部教員や企

業・公設試の研究者・技術

者をメンバーとして設立さ

れた。さまざまな機会をと

おして、事業成果の報告や

紹介、情報交換などを行っ

てきた。 

 

⑥ 環境・エネルギー・畜産

バイオマスの知的財産に詳

しい特許事務所、新規企業

設立に詳しい事務所等次の

スキルバンクを整備した。

・ 西澤国際特許事務所 

・ 須田特許事務所 

・ 佐藤マネジメント研究

室 

・ あずさ監査法人北関東

事務所 

 

⑦ 中核機関が持つノウハウ

やネットワークを生かし、

ＮＰＯ法人北関東産官学研

究会や国の行政機関と連携

して研究成果報告会等を企

画・開催した。 

 

⑧ 平成２２年度から事務局

スタッフ３名体制と強化し

た。市場調査を行い、市場

開拓の活動を行った。特許

説明会を開催して、特許移

転を推進した。 

 

⑨ 平成２２年度に実用化・

企業化を促進するため、漫

画やビデオによる成果紹介

資料を作製して配布してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

⑤（仮）群馬県環境・エネルギ

ー技術普及促進協議会とと

もにフェーズⅢの実行研究

会として事業成果の移転や

新技術の開発を行う。 

 

 

 

⑥ スキルバンクに登録した

各事務所では、事業終了後に

おいても本事業関係者から

の相談に応じていただく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ フェーズⅢにおいて、引き

続き事業運営や地域ＣＯＥ

構築活動を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ フェーズⅢにおいて、成果

の移転や他分野への展開を

図るため、これらの資料を活

用する。 
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⑩ 研究成果の普及 

 

 

 

 

 

 

２ 群馬県の取組状況 ・ 支援

内容 

 

① コア研究室整備の支援 

 

 

 

② 産学官連携強化の支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 産業支援機関との連携 

 

 

 

 

 

 

 

④ 地域産業への成果移転 

 

 

 

 

 

⑩ 本事業の研究開発成果の

普及を図り、実用化を進め

るために、成果報告会（26

回）、各種展示会への出展

（63回）を行った。 

 

 

 

 

 

① 引き続きコア研究室の整

備を支援した。  

 

 

② 平成２１年６月に文部科

学省・経済産業省から「ぐ

んま地域イノベーション創

出クラスター構想」で地域

中核産学官連携拠点に認定

された。群馬大学との連携

を強化しながら「環境・新

エネルギー」分野の振興を

図っていく。 

 

③ 中核機関をはじめ、県内

産業支援機関や国行政機関

を通じて研究成果を情報発

信した。さらに、成果報告

会等の案内を各機関のネッ

トワークをとおして広報し

た。 

 

④ 中核機関と連携し、事業

成果を地域企業や畜産業者

に紹介する成果報告会や意

見交換会を開催した。 

 

⑩ フェーズⅢにおいても、展

示会への出展等を継続的に

行っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② フェーズⅢにおいても、引

き続き連携を強化していく。

 

 

 

 

 

 

 

 

③ フェーズⅢにおいても地

域の産業支援機関との連携

を密にして、成果の移転を推

進する。 

 

 

 

 

④ このような取り組みを引

き続き行うことで、移転や普

及を推進する。 
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②新技術・新産業の創出 
 基本計画に記されているフェーズⅠ、Ⅱの目標、達成状況、今後の見通しについて様式４

に示す。 
 

 

 

 

研究テーマ２

家畜排せつ物の低温ガス化・ 畜産環境改善技術の開発

高効率エネルギー変換技術の開発

事 平

業 成 　●熱分解特性などの基礎データの収集 　●アンモニア回収システムの要素試験

開 17 　●ガス改質触媒の設計・検索 　●リン回収システムの要素試験

始 年 　●ガス分離膜の開発 　●CMCの低コスト化

度 　●メタン発酵菌の検索

平 　●規模　：　乾燥糞フィード量　　１kg/h

中 成 　●装置の特性把握

間 19

展開

計画 　●COP対応のバイオマスエネルギー転換技術として展開

実
証
研
究
段
階

エネルギーバランス

　物質収支

研究テーマ１

フェーズ

年度

項目

応
用
に
向
け
た
研
究
段
階

平

度

年

事業全体
の位置付
け・目標

実用的改質触媒の開発

実用的分離膜の開発

18

成

小型ガス化装置の設計

平

小型低温ガス化装置・資源回収・汚水浄化システム

度

年

20

成

平

度

年

21

成

価

了

終

業

事

農家において実証試験

フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ

フ
ェ
ー
ズ
Ⅲ

低温固定層ガス化・要素試験

流動層反応装置要素試験

年

度

研究テーマ１と研究テーマ２（脱臭装置以外）の統合

低温ガス化・資源回収実証機の設計

評

全国展開

アンモニア・リン回収

装置改良・実用化

フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ

ト ー タ ル シ ス テ ム と し て の 経 済 性 ・ 実 用 性 の 検 討

小型ガス化装置の試作・設置

アンモニア・リン回収要素試験

汚水浄化システム最適化

低コスト脱臭装置の開発

簡易脱臭装置の設計・開発

平

低温ガス化技術移転

低温ガス化・資源回収の実証機の運転

規模　：　乾燥糞フィード量　　　500　kg/d

度

年

22

成

技
術
移
転

段
階

図７  基本計画における「研究開発に関する推進計画」 
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［様式４］ 

②新技術・新産業の創出 

 

【テーマ１ 家畜排せつ物の低温ガス化技術の開発】 

（フェーズⅠ） 

 

小テーマ①－１ ガス化システム設計 

基本計画の目標・構想 

（箇条書き） 
達成状況 今後の見通し 

 

① 内部循環流動床ガス化装置 

 

 

 

 

 

② 固定層二段式ガス化装置を

用いたガス化効率の推定 

 

 

 

③ チャー燃焼炉と触媒層を 

備えた小型ガス化炉の概念

設計 

 

 

 

① 小型連続式内部循環型流動床

ガス化装置（１kg/時）を設計、

製作した。 

 

 

 

② 550℃で触媒を用いた処理を

行った際の冷ガス効率は78％

であった（750℃ 無触媒では

62％）。 

 

③ 概念設計を行った。 

 

 

 

 

① 今後もこの連続式内部循環流

動床ガス化装置を用いて、エネ

ルギー変換効率を向上させるた

め、さらに低温でのガス化実験

を試みる。 

 

② 基礎試験は終了したが、さら

に低温でのガス化の基礎実験に

用いる。 

 

 

③ 鶏糞炭化・灰化炉への応用を

図った。 

 

 

小テーマ①－２ 家畜排せつ物の低温ガス化におけるガス特性 

基本計画の目標・構想 

（箇条書き） 
達成状況 今後の見通し 

 

① 家畜糞のキャラクタリ   

ゼーション   

 

 

② チャーの反応性の解析 

 

 

 

 

 

 

① 元素分析や工業分析により家

畜糞コンポストの特性を把握し

た。 

 

② 各種畜糞由来チャーの反応

性を調査した。50K/分以上の速

度では熱分解挙動にほとんど

差が無く、短時間での反応が可

能である。 

 

 

 

① 畜産バイオマスのガス化技術

に必要なデータを提供する。 

 

 

② 基礎試験は終了したが、さら

に低温でのガス化の基礎実験に

応用する。 
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小テーマ①－３ 低温ガス化時におけるヘテロ化合物の分析 

基本計画の目標・構想 

（箇条書き） 
達成状況 今後の見通し 

 

① ＡＩＯＭシステムの構築   

 

 

 

 

② ＡＩＯＭシステム有用性の

検討 

 

① AIOM（All Injection On-site

 Monitoring system）を構築し

  て、生成ガスの常時分析に備え

  る。 

② 亜硝酸イオンと銅（Ⅱ）イオ

ンの定量を試みた。 

 

① 種々の分析に応用されると考

えている。 

 

 

 

② 有用性が確認されたので、企

業による実用化が期待される。

 

小テーマ①－４ 低温ガス化における触媒設計 

基本計画の目標・構想 

（箇条書き） 
達成状況 今後の見通し 

 

① 生成ガスやタールの生成に対

する触媒の影響   

 

 

② 安価な高性能触媒の開発 

 

 

③ 最適ガス化条件の検討 

 

 

 

 

④ 含窒素化合物分解のための

最適条件の検討 

 

 

 

⑤ 市販Ni触媒の失活の検討 

 

 

 

 

⑥ 炭素析出挙動の把握 

 

 

 

① 川砂、Ni/アルミナ、CoMo/

アルミナ、生石灰、ドロマイト

等の触媒活性を検討した。 

 

② ニッケル担持褐炭触媒を調

整した。 

 

③ 二段型反応器を用いて、触媒

層の温度450-650℃でタールを

完全にガス化する高活性が分

かった。 

 

④ 触媒層温度650℃では、揮発

分の窒素はほとんどが窒素分

子まで分解されている事を確

認した。 

 

⑤ 失活の原因として、触媒粒子

の凝集、硫黄による被毒、炭素

析出のうち、後者が主要因であ

ることを明らかにした。 

 

⑥ モデル物質としてC6系炭化

水素について反応を解析した。

炭素析出は400℃前後から起こ

り始めることを明らかにした。

 

 

① ニッケル系の新しい触媒開発

につなげていく。 

 

 

② 連続式触媒製造装置につなげ

る。 

 

③ 基礎試験は終了した。 

 

 

 

 

④ 基礎試験は終了した。 

 

 

 

 

⑤ 炭素析出を妨げる方法の開発

に結びつくとともに、析出炭素

の活用が考えられる。 

 

 

⑥ Ni触媒上に析出する炭素は繊

維状であった。 
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小テーマ①－５ 生成ガスのガスエンジンによる発電 

基本計画の目標・構想 

（箇条書き） 
達成状況 今後の見通し 

 

① 生成ガスのモデルガスとして

CO、CH4、H2、CO2を選び、花火

点火燃焼特性の把握   

 

② 圧縮比増大による熱効率の

向上 

 

① 生成ガスのモデルガスとし

てCO、CH4、H2、CO2を選び、花

火点火燃焼特性を把握した。 

 

② CO、CH4について、絞り弁全

開で当量比を希薄燃焼限界ま

で変化させて運転した。 

 

① 基礎試験は終了した。 

 

 

 

② 基礎試験は終了した。 

 

 

小テーマ①－６ 低タール工業炉の開発 

基本計画の目標・構想 

（箇条書き） 
達成状況 今後の見通し 

 

① バインダーの熱分解で生成す

るタールの分解に対する触媒

効果   

 

 

① タールの分解効果を確認し

た。  

 

 

 

① 参画機関による事業化・企業

化が期待される。 
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【テーマ１ 家畜排せつ物のガス化技術の開発】 

（フェーズⅡ） 

 

小テーマ①－１ 低温ガス化実証運転   

基本計画の目標・構想 

（箇条書き） 
達成状況 今後の見通し 

 

① 改質ガス組成及び収率の制御

と最適化 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 流動層媒体最適化の検討 

 

 

 

 

③ ガスエンジン発電の最適化 

 

 

 

 

 

④ 再生触媒を用いたガス化 

実験 

 

 

① 連続式内部循環型流動床ガス

化装置（100 kg/日）を運転し、

装置の最適化を図った。 

 

 

 

 

 

 

 

② 流動層媒体として用いる物

質について、触媒効果を備える

物質を探索した。 

 

 

③ 連続式内部循環流動床ガス

化装置から生成するガスをそ

のまま用いてガスエンジンを

運転し、発電効率29％という極

めて高い効率を得た。 

 

④ 触媒寿命を長くする触媒製

造方法（助触媒）の開発や炭素

系担体を用いたニッケル触媒

を開発した。 

 

① 今後もこの連続式内部循環流

動床ガス化装置を用いて、エネ

ルギー変換効率を向上させるた

め、さらに低温でのガス化実験

を試みる。種々のバイオマス原

料に活用可能であり、海外での

展開も可能であることから、参

画企業を中心として事業化を図

る。 

 

② 天然鉱物のリモナイトに触媒

効果があることを見出した。今

後、実用化を促進するため最適

な粒径などの検討を行う。 

 

③ エネルギー密度の低い畜産バ

イオマスを原料として高い発電

効率を得た。種々のバイオマス

に活用可能である。 

 

 

④ 開発された触媒は、種々の用

途に用いられることから、フェ

ーズⅢでの展開が期待される。
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小テーマ①－２ 連続式内部循環型流動層ガス化装置のスケールアップ 

基本計画の目標・構想 

（箇条書き） 
達成状況 今後の見通し 

 

① プロセスデータ取得   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 商業規模ガス化システム 

設計 

 

 

 

① 連続式内部循環流動床ガス化

装置を運転したデータ、畜糞コ

ンポストデータ（工業分析）等

のデータを入力することで、低

温ガス化プロセスのシミュレー

トが可能なソフトウエアを開発

した。 

  その結果、水分率50％で冷ガ

ス効率70％まで性能が向上する

可能性が得られた。 

 

② 連続式内部循環流動床ガス

化装置の運転データを基に、

商業規模（20t/日、100t/日）

ガス化炉概念設計を行った。

 

① 多くの利用者に普及する方策

を検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② フェーズⅢにおいて、低温ガ

ス化炉の事業化を進めるため、

参画企業を中心としてガス化炉

のスケールアップを図る。 

 

小テーマ①－３ 低温炭化炉の実用化  

基本計画の目標・構想 

（箇条書き） 
達成状況 今後の見通し 

 

① 鶏糞の低温炭及び低温灰生産

システム設計 

 

 

 

② 低温炭化炉の触媒効果 

 

 

 

 

 

③ 低温炭化炉の運転 

 

 

 

 

 

④ 工業炉への応用 

 

① タール分解触媒層を備えた低

温熱処理炉を設計した。 

 

 

 

② 低温熱処理炉を畜産現場に

設置して運転を行い、低温ガ

ス化触媒の効果を検証したと

ころ、40％の省エネルギー効

果を確認した。 

 

③ ロータリーキルン式低温熱

処理炉を畜産現場に設置して

運転を行った。タールトラブ

ルは無く臭気も少なかった。

 

 

④ 粉末冶金等の工業炉でのタ

ール分解効果を確認した。 

 

① 実験データを生かしながらロ

ータリーキルン方式炉、内部循

環型流動床炉の実用炉設計に反

映させる。 

 

② タールが発生しない熱処理炉

に対する期待は大きい。畜産業

はじめ広い分野への応用が可能

なので、フェーズⅢでは事業化

や技術移転を進める。 

 

③ 省エネルギー効果が認められ

ること、操作が簡単であること

から早期の事業化が期待され、

フェーズⅢでは参画企業を中心

としてこれを推進する。 

 

④ 実用化のために、今後も研究

開発を継続する。 
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小テーマ①－４ 副生産物の利用と環境負荷物質対策  

基本計画の目標・構想 

（箇条書き） 
達成状況 今後の見通し 

 

① 鶏糞炭及び鶏糞灰の処理条件

確立 

 

 

 

② 鶏糞炭及び鶏糞灰の特性 

把握 

 

 

 

 

③ ニッケル微粒子併産シス 

テム設計 

 

 

④ ニッケル微粒子の利用技術

の開発 

 

⑤ 各種畜産廃棄物、熱処理炭 

及び灰の重金属検討 

 

 

 

 

⑥ 鶏糞炭及び鶏糞灰の肥料 

への応用 

 

 

① 鶏糞炭及び灰を肥料原料とし

て用いるための処理条件を検討

した。 

 

 

② 得られた鶏糞炭及び鶏糞灰

について、肥料成分や肥料取

締法に定められている元素等

の分析を行った。 

 

 

③ 低温ガス化処理後にニッケ

ル微粒子が残るが、残差から

の回収方法を設計した。 

 

④ 粉末冶金原料として利用可

能であることを確認した。 

 

⑤ 鶏糞に含まれる重金属を詳

細に分析したところ、低温ガ

ス化処理後は水に溶解しない

化学形態であることが分かっ

た。 

 

⑥ 鶏糞炭や鶏糞灰の肥料分析

や肥効を調べ、化成肥料や特

殊肥料として用いることが可

能である。 

 

① 肥料原料、特殊肥料としての

用いることができる可能性が高

いので、フェーズⅢでは畜産農

家へのＰＲや普及を図る。 

 

② 肥料原料、特殊肥料としての

用いることができる可能性が高

いので、フェーズⅢでは畜産農

家へのＰＲや普及を図る。 

 

 

③ ニッケル微粒子は有価物とし

て販売可能なため、今後の実用

炉設計に生かしていく。 

 

④ 関連企業との共同開発を進め

る。 

 

⑤ 分析技術の普及を図る。 

 

 

 

 

 

⑥ 畜産農家への説明や各種展示

会での説明などを行い、事業化

を図っていく。 
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【テーマ２ 畜産環境改善技術の開発】 

サブテーマ 家畜尿汚水からのアンモニア・リン回収と汚水処理 

小テーマ②－１－① 家畜尿汚水からのアンモニア回収装置の実用化 

基本計画の目標・構想 

（箇条書き） 
達成状況 今後の見通し 

1 フェーズⅠ 

 

① 小型アンモニア回収装置の 

開発 

 

 

 

 

 

 

② アンモニア濃度センサの 

開発 

 

 

 

③ 発泡抑制技術の開発 

 

 

 

２ フェーズⅡ 

 

① アンモニア回収装置の 

実用化 

 

 

 

 

 

 

② 回収アンモニアの用途開拓 

 

 

 

③ アンモニア濃度センサの 

実用化 

 

 

 

① バッチ式のアンモニア回収装

置を用いて基礎試験を行った。

この結果を基に連続式小型アン

モニア回収装置（15L）を設計試

作して試験を行った。アンモニ

アの回収率80％以上を達成し、

COD除去率は80％以上となった。

 

② アンモニア濃度と光電流の

関係がほぼ直線であることを

確認し、新規なアンモニア濃度

センサを開発する。 

 

③ 尿汚水にストリッピングを

行うと発泡するが、この原因を

明らかにし、抑制技術を開発し

た。 

 

 

① 50 t/日規模のプラント実用

化のため、アンモニア回収装置

とメタン発酵を組み合わせた

プラントについて、畜産尿汚水

や食品廃棄物を収集、処理など

を群馬県で調査し、事業可能性

を評価した。 

 

② 回収したアンモニア水(3％)

の用途について検討した。 

 

 

③ 超多孔質二酸化チタン薄膜

が水中のアンモニアを光分解

するときに生じる光電流を利

用して、６桁というアンモニア

濃度に対応する濃度センサを

初めて実現した。 

 

 

① 50 t/日規模の実用プラント

設計を行う 

 

 

 

 

 

 

② アンモニア濃度（４桁）を直

接測定できる濃度センサ開発を

目指す。 

 

 

③ 事業目的を達成したのでフェ

ーズⅠで終了。 

 

 

 

 

① フェーズⅢでは事業化へ展開

するために自治体や大規模畜産

農家等への説明を行っていく。

 

 

 

 

 

② アンモニアの用途は種々可能

性があり、今後、アンモニアの

販売方法を検討する。 

 

③ 商品化段階に達したので、フ

ェーズⅢでは市場への浸透を図

っていく。 
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【テーマ２ 畜産環境改善技術の開発】 

サブテーマ 家畜尿汚水からのアンモニア・リン回収と汚水処理 

小テーマ②－１－② 脱窒オリエンテッドメタン発酵に家畜尿汚水の高度処理方法の

実用化 

基本計画の目標・構想 

（箇条書き） 
達成状況 今後の見通し 

1 フェーズⅠ 

 

① 複機能グラニュールを用いた

脱窒効率の向上 

 

 

 

 

 

 

② 脱窒槽を備えた脱窒シス 

テムの開発 

 

 

 

 

 

③ 脱色試験 

 

 

 

２ フェーズⅡ 

 

① 機能性グラニュールを用いた

脱窒効率の向上 

 

 

 

② 脱窒槽を備えた脱窒シス 

テムの開発 

 

 

③ 高分子電子ドナーを用いる

脱窒素反応の安定化 

 

 

④ 色度の低減 

 

 

 

① 脱窒能を有する嫌気性グラニ

ュールの形成を確認した。グラ

ニュール内での細菌と古細菌の

分布状況を観察した。ラボスケ

ールの担体充填型処理装置を試

作し、部分硝化の安定的運転条

件について検討した。 

 

② 嫌気槽（UASB）、担体充填

型脱窒槽及び好気槽(硝化槽)

を備えた小型処理装置（総液

量 14 L）を設計、試作し、

畜産農家に設置して運転の準

備を行った。 

 

③ 複極式の電解槽を試作し、

脱色試験を行い、従来法との

比較を行った。 

 

 

 

① ベンチスケール実験で、流

入COD負荷を約30kg/㎥日とし

た場合、COD除去率は95％以上

となった。 

 

② 畜産農家に約2.6㎥のパイ

ロット試験装置を設置して連

続運転を行った。 

 

③ ポリエチレンサクシネート

を電子ドナーとする方法を開

発した 

 

④ 鉄複合材槽を設けることで

色度やリン、CODを低減させる

ことができた。 

 

 

① 微生物集積系の形成、維持条

件などの治験を収集し、処理特

性を把握する。 

 

 

 

 

 

② 規模を拡大し、事業化に向け

プロトタイプ装置を畜産現場で

運転する。 

 

 

 

 

③ 色度除去法の改良を行う。 

 

 

 

 

 

① フェーズⅢでは研究の継続を

行いパイロット規模実証試験へ

の展開を図る。 

 

 

② フェーズⅢでは畜産農家に普

及しやすいシステムの構築を図

る。 

 

③ 装置化を検討する。 

 

 

 

④ 畜産農家への普及を図る。 
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【テーマ２ 畜産環境改善技術の開発】 

サブテーマ 家畜尿汚水からのアンモニア・リン回収と汚水処理 

小テーマ②－１－③ 小型高度処理設備の開発 

基本計画の目標・構想 

（箇条書き） 
達成状況 今後の見通し 

1 フェーズⅠ 

 

① 電解結晶法によるリン回収 

装置の開発 

 

 

 

 

② 架橋ＣＭＣゲルによるリン

濃縮技術の開発 

 

 

 

２ フェーズⅡ 

 

① 電解結晶法によるリン回収 

装置の開発 

 

 

 

 

 

② 炭素材を用いたリン回収 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 吸着材を用いたＣＯＤ低減

技術の開発 

 

 

 

 

 

 

 

① 有効容積１㎥の電解槽を畜産

現場に設置し、二次処理水の処

理を行った。結晶性物質にはカ

リウム、リン、マグネシウムな

どが含まれていた。 

 

② 植物由来のＣＭＣを原料と

して放射線架橋、酸添加によ

るゲル調整法を開発した。 

 

 

 

 

① 新たな電解結晶法装置を設

計、試作して養豚農家に設置

して試験を行った。リバース

電解により結晶性物質の剥離

が可能であることから操作性

にも優れることが分かった。

 

② 炭素材と鉄を組み合わせる

ことでリン除去・回収やＣＯ

Ｄや色度、窒素を低減するこ

とを見出した。畜産現場での

実証試験を行ったところ、リ

ンは検出限界以下、ＣＯＤは

1/2、濁度は1/10、全窒素は1/3

となり、簡単なシステムで高

度に浄化できることを実証し

た。システムの改良を行って

きた。 

 

③ 放射線グラフト反応により

効率良く色素成分を吸着し、

容易に脱離・再生可能な素材

を開発した。畜産現場に試験

装置を導入し、実証試験を行

った。グラフト反応の条件を

設定した。 

 

 

① 栄養塩類を回収することがで

きるので回収率の向上を図る。

 

 

 

 

② ＣＭＣゲルはフェーズⅡ以降

発展的なスピンアウトとした。

ＭＲＩ診断補助具として商品化

された。 

 

 

 

① フェーズⅢでは研究の継続を

行い、下水道分野への適応も視

野に入れる。 

 

 

 

 

② 畜産尿汚水ばかりではなく湖

沼、池、河川、海、地下水など

の環境水、工業排水など幅広い

応用が可能である。群馬県畜産

環境改善新技術事業で畜産現場

に２基導入してデータを収集し

ている。今後は、参画企業を中

心として事業化を積極的に推進

するとともに、海外への展開も

視野に入れる。 

 

 

③ 吸着材の新規用途を開発し、

技術移転を進めることで事業化

を促進する。 
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【テーマ２ 畜産環境改善技術の開発】 

サブテーマ 低コスト・高効率脱臭装置の開発 

小テーマ②－２－①、② ファイバーボール・軽石脱臭装置の商品化（溶解法等を活用

した脱臭装置の開発（中間評価以降中止）） 

基本計画の目標・構想 

（箇条書き） 
達成状況 今後の見通し 

1 フェーズⅠ 

 

① ファイバーボール脱臭装置の

開発 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 軽石脱臭装置の開発 

 

 

 

 

 

 

 

③ 溶解法等を活用した脱臭 

装置の開発 

 

 

２ フェーズⅡ 

 

① ファイバーボール脱臭装置の

商品化 

 

 

 

 

 

 

② 軽石脱臭装置の開発 

 

 

 

 

 

 

① ファイバーボール脱臭装置を

製造し、畜産農家に設置した。

密閉式縦型発酵装置からの高濃

度アンモニア（3,000ppm以上）

を1/10以下に低減することがで

きた。充填材として用いるため

に繭高性能活性炭（比表面積

5,500㎥/ｇ）の調整方法を確立

した。 

 

② 軽石を充填材とした畜舎や

開放型たい肥舎から排出され

る低濃度（アンモニア30-100 

ppm）を開発した。豚舎用脱臭

装置の設計を行った。試験結

果から、アンモニア臭、糞臭

ともほぼ消すことができた。

 

③ 乳酸発酵脱臭装置を畜産現

場に設置して脱臭性能を評価

した。 

 

 

 

① 畜産現場での実証試験を通

して装置の改良を行った。 

 

 

 

 

 

 

② 畜産現場での実証試験を通

して装置の改良を行った。鶏

舎用脱臭装置を開発した。 

 

 

 

 

① 畜産農家の喫緊の課題として

臭気対策がある。このため、早

期の事業化を目指す。繭高性能

活性炭は、フェーズⅢ以降発展

的なスピンアウトとした。 

 

 

 

 

 

② 畜産現場での実証試験例を増

やし、畜産現場への普及を目指

す。 

 

 

 

 

 

③ 当初目標を達成したのでフェ

ーズⅡでは中止とした。 

 

 

 

 

① 平成２１年度群馬県事業で畜

産農家に４基導入した。㈶畜産

環境整備機構の「新技術・新製

品」となったことから普及に弾

みがつく。フェーズⅢでは農家

に導入しやすいシステムを構築

して普及の拡大を図る。 

 

② 平成２１年度群馬県事業で畜

産農家に７基導入した。今後は

特許許諾業者による普及拡大と

畜産農家に普及しやすいシステ

ムを構築する。 



 

37

【ﾃｰﾏ 3 環境低負荷型畜産系ﾊﾞｲｵﾏｽ高度変換技術の創出による地域社会再生の総合評価】 

 

基本計画の目標・構想 

（箇条書き） 
達成状況 今後の見通し 

1 フェーズⅠ 

 

① 環境低負荷型畜産系バイオ 

マス高度変換技術の総合評価 

 

 

 

 

② 環境低負荷型畜産系バイオ

マス高度変換技術普及のた

めの最適条件の確立 

 

 

 

 

 

 

 

③ 環境低負荷型畜産系バイオ

マス高度変換技術の評価 

 

 

 

 

 

④ 環境低負荷型畜産系バイオ 

マス高度変換技術普及による

地下水硝酸性窒素汚染改善の

予測 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 群馬県の社会経済や環境に関

するデータ（面源系排出量単位

や水質汚濁排出量）を収集し、

地域総合評価パイロットモデル

を構築した。 

 

② 県内畜産農家を対象として

排せつ物の量、処理方法、処

理費用、飼養頭数、開発技術

の導入意欲、畜産環境対策に

関する意見などをアンケート

調査した。酪農663戸、肉牛460

戸、養豚280戸、採卵鶏63戸、

ブロイラー39戸、合計1,550戸

から回答を得た。 

 

③ メタン発酵プロセスと低温

ガス化技術を環境負荷・エネ

ルギー効率で比較した。低温

ガス化システムのエネルギー

効率が高いことを明らかにし

た。 

 

④ 地下水硝酸性窒素汚染の汚

染源の分布と各汚染源別の汚

染予測モデルのアウトフレー

ムを完成させた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① フェーズⅡ以降中止とした。

 

 

 

 

 

② フェーズⅡ以降中止とした。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ フェーズⅡ以降中止とした。

 

 

 

 

 

 

④ フェーズⅡ以降テーマ２畜産

環境整備技術の開発に移行（平

成２０年度目標達成により中止

とした）。 
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［様式５］ 

基本計画に対する進捗状況 

   当初計画 

  

 実施 
 

 【地域ＣＯＥの構築】 

項目 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 将来の展開計画 

 

     

 

フェーズⅠ 
  

フェーズⅡ 
 

 

  

フェーズⅢ 
1 コア研究室の整備

・中核機関、成果の移

転等 

 

 
① 研究体制構築 

 

 
② コア研究室の整備

 

 

③ 産学官連携の強化

 

 

④ 中核機関による支

援強化 

 

⑤ 研究成果の創出 

 

 

 

⑥ 研究成果の普及 

 

 

⑦ 事務局スタッフ

による市場開拓・技

術移転・事業化推進

 

 

 

 

  

 

 

 

           構築完了                  

 

 

       整備完了 

 

 

              連携強化 北関東産官学研究会・群馬大学次世代ｴｺｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑ研究会等との連携 

 

 

          情報発信や連携強化にノウハウやネットワークを提供 

 

                                           競争的資金への提案 研究継続 

       基盤研究   中間評価で見直し  企業を中心とした事業化研究 

 

 

                                           引き続き成果の普及を図る 

          成果報告会・普及啓発用の分かりやすい資料作成・展示会 

 

 

                                           技術移転企業での商品化 

       市場調査 特許調査   特許説明会開催 展示会等での周知 
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２ 産業化支援 

 

 

① スキルバンク整備

と活用 

 

 

② アウトリーチ活動

 

 

 

 

３ 群馬県の取組状況

・支援内容 

 

① コア研究室整備と

支援 

 

 

② 事業運営支援 

 

 

③ 産学官連携の強化

の支援 

 

④ 地域産業界への成

果移転 

 

 

 

 

 

 

          整備    研究成果の権利化・特許調査等に活用 

 

 

                                           継続して分かりやすい説明を行う 

               畜産農家・製造業者等へ分かりやすく説明し移転を推進する 

 

 

 

 

 

 

 

 

              整備完了       コア研究室への支援 

 

 

 

                 事業運営の支援 

 

 

         県内大学・産業界との連携      地域中核産学官連携拠点 

 

 

         中核機関と連携して意見交換会や成果報告会を開催 
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 【テーマ１ 家畜排せつ物の低温ガス化技術の開発】 

項目 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 将来の展開計画 

        

 

①－１ 

 低温ガス化実証運転

 

 

 

 

 
①－２ 

 ガス化装置のスケー

ルアップ 

 

 

①－３ 

 低温炭化炉の実用化

 

 

 

①－４ 

 副生産物の利用と環

境負荷物質対策 

 

 

 

 

 

  

 

             基盤研究  1 KG/時炉の試作・運転        5 KG/時炉の運転       スケールアップのため研究資金 

         安価なニッケル担持褐炭触媒製造      触媒製造装置の運転      獲得による研究継続 

                              触媒の長寿命化        触媒技術の展開を図る 

         モデルガスのガスエンジン         実ガスでのガスエンジン運転 

                           エネルギー収支（経済性評価） 

 

 

 

 

                                     シミュレーション 実用炉概念設計 

 

 

 

                                           養鶏農家等への移転・普及 

               鶏糞活性炭開発         低温熱処理炉の設計・試作・運転    参画企業を中心とした事業化 

               

 

 

 

               塩素・イオウ・窒素の収支 

        ニッケル微粒子の分離方法開発    ニッケル微粒子の用途開発     企業との共同研究 

                                鶏糞炭の分析 
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【テーマ２ 畜産環境改善技術の開発】 

項目 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 将来の展開計画 

  

 

②－１－① 

 家畜尿汚水からのア

ンモニア回収装置の

実用化 

 
②－１－② 

 脱窒オリエンテッド

メタン発酵による家

畜尿汚水の高度処理

方法の実用化 

 

②－１－③ 

 小型高度処理設備の

開発 

 

 

 

 

 

 

 

②－２ 

 低コスト・高効率脱

臭装置の開発 

 

 

 

 

 

  

 

 

             基盤研究 小型連続処理装置試作・運転    実規模プラントの市場性調査    自治体等への営業 

        アンモニア濃度センサの基礎試験      濃度センサの商品化        濃度センサの市場浸透を図る 

 

 

 

       機能性グラニュールの基礎実験     ベンチスケール実験        パイロットスケールへ展開 

       小型装置を用いた基礎試験         畜産現場での実証試験     畜産農家への普及を図る 

 

 

 

                                            

               電解結晶法の基礎試験    畜産現場試験装置の設計・試作・運転 

 

 

        ＣＭＣゲル          吸着材を用いたＣＯＤ低減        ＣＭＣゲルは発展的スピンアウト 

                                           新素材の用途開発を図る 

 

 

                        炭素材を用いたリン回収        参画企業を中心として事業化 

 

 

        ファイバーボール脱臭装置（畜産現場での実証試験）           農家に導入しやすいシステム構築 

            軽石脱臭装置（畜産現場での実証試験）             参画企業・許諾業者を中心とした 

                                           普及促進 

 

        繭高性能活性炭開発                          フェーズⅡで発展的スピンアウト 

 
 

 

事業費概算 

（百万円） 
ＪＳＴ
地 域

合 計

70.0 

32.4 

102.4 

241.0 

242.4 

483.4 

242.0 

242.0 

484.0 

222.0 

191.5 

413.5 

216.0 

307.6 

523.6 

120.0 

158.8 

278.8 

 




